
校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
四
）

山

寺

三

知

は
じ
め
に

本
稿
は
、
江
戸
前
期
の
儒
者
中
村

斎
（
一
六
二
九
｜
一
七
〇
二
、
名
は
之
欽
、

斎
は
号
）
が
、
南
宋
の
儒
者
、
蔡
元
定
（
一
一
三
五
｜
一
一
九
八
、
字
は
季

通
、
号
は
西
山
、
元
定
は
名
）
著
『
律
呂
新
書
』（
一
一
八
七
年
成
立
）
に
対
し
て
注
し
た
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
を
翻
刻
し
、
標
点
を
施
し
、
さ
ら
に
訓
読
を
付
し

た
も
の
で
あ
る
。
底
本
に
は
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
、
中
村
習
斎
（
一
七
一
九
｜
一
七
九
九
）
写
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
請
求
番
号
「
中
｜
二
九
五
」、
目
録
に
お

け
る
名
称
は
「
律
呂
新
書
説
」）
を
用
い
た
。
な
お
、「
校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
一
）」
は
『
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
十
巻

（
二
〇
一
三
年
三
月
）
に
、「
同
（
二
）」
は
同
紀
要
第
三
十
一
巻
（
二
〇
一
四
年
三
月
）、「
同
（
三
）」
は
同
紀
要
第
三
十
二
巻
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
掲
載
し
た
。

な
お
、
本
稿
の
凡
例
に
つ
い
て
は
「
同
（
一
）」、
そ
し
て
、
そ
の
補
訂
を
「
同
（
二
）」・「
同
（
三
）」
に
掲
載
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
、
補

足
・
訂
正
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
の
み
記
す
こ
と
と
す
る
。

一
、
対
校
本
の
追
加

今
回
、
新
た
に
二
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
こ
に
対
校
本
と
し
て
追
加
す
る
。

一

⬇目次ない時は４行アキ



新
発
田
市
立
図
書
館
蔵
（「
新
本
」
と
略
称
す
）
三
冊

番
号
「
Ｖ
〇
九
｜
教
書
四
七
七
｜（
一
）〜（
三
）」

題

「
律
呂
新
書
筆
記
」

印
記
「
家
蔵
」・「
礼
」・「
新
発
田
藩
邸
学
問
所
」・「
集
堂
蔵
書
」

上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
、
楽
歳
堂
（
平
戸
藩
藩
主
松
浦
静
山
〔
一
七
六
〇
｜
一
八
四
一
〕
の
文
庫
）
旧
蔵
楽
書
類
第
百
六
十
八
冊
（「
楽
本
」
と
略
称

す
）
一
冊

番
号
「
芸
上
｜
三
｜
四
二
」

題

「
筆
記
律
呂
新
書
説
」

印
記
「
平
戸
藩
蔵
書
」・「
子
孫
永
宝
」・「
楽
歳
堂
図
書
記
」

な
お
、
新
本
は
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
編
『
新
潟
県
立
新
潟
図
書
館
漢
籍
分
類
目
録

新
発
田
市
立
図
書
館
漢
籍
分
類
目
録
』

（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
二
年
）
に
書
名
は
見
え
る
も
の
の
、「
校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
一
）」
刊
行
当

時
に
お
い
て
所
在
不
明
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
榧
木
享
氏
（
関
西
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
博
士
課
程
後
期
。
二
〇
一
六
年
一
月
現
在
）
の
調
査

に
よ
っ
て
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
写
本
は
、
昌
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）・
北
本
（
北
海
学
園
北
駕
文
庫
蔵
）
と
同
系
統
で
あ
る
。

ま
た
、
楽
本
は
、
頭
注
に
中
院
景
康
（
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
不
詳
）
に
よ
る
按
語
が
見
え
、
心
本
（
国
会
図
書
館
蔵
）・
高
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
と
同

系
統
で
あ
る
が
、
上
野
学
園
に
は
、
こ
の
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
と
と
も
に
、
中
院
景
康
に
よ
る
奥
書
を
附
し
た
、
斎
藤
元
成
（

斎
の
弟
子
）
著
『
楽
律
要
覧
』

（
一
七
〇
七
年
序
）
が
所
蔵
さ

一
）

れ
る
。
伝
写
の
過
程
を
知
る
手
が
か
り
を
供
す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

二
、
校
勘
の
方
針
に
つ
い
て
の
補
足

『
性
理
大
全
』
本
の
注
に
は
、
蔡
元
定
の
原
注
の
ほ
か
、
陳

（
一
〇
六
四
｜
一
一
二
八
）・
劉

（
一
一
四
四
｜
一
二
一
六
）・
真
徳
秀
（
一
一
七
八
｜
一
二
三

五
）・
彭
魯
斎
・
呉
習
軒
・
黄
瑞
節
等
、
宋
元
儒
家
の
論
説
や
朱
熹
（
一
一
三
〇
｜
一
二
〇
〇
）
の
著
作
か
ら
の
引
用
が
見
え
る
が
、『
修
正
律
呂
新
書
』
で
は
蔡
元
定

の
原
注
以
外
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
『
性
理
大
全
』
本
と
修
正
本
に
お
け
る
、
そ
れ
ら
の
箇
所
に
つ
い
て
の
校
勘
は
行
わ
な
い
。

﹇
註
﹈

一
）

同
じ
奥
書
を
附
す
『
楽
律
要
覧
』
の
写
本
が
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
碩
水
文
庫
に
も
所
蔵
さ
れ
る
。
し
か
し
、
当
該
文
庫
に
は
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』
は
所
蔵
さ
れ
て
い

な
い
。

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
三
巻

二



本

文

八
十
四
聲
圖
第
八

正
律

書
。

聲
朱
書
。

變
律
朱
書
。

聲

書
。

十
一

黄
鐘
宮

六

林
鐘
宮

鐘

正

太
蔟
宮
〔
一
〕

林
鐘

鐘

八

南
呂
宮

太
蔟

林
鐘

鐘
羽

三

姑
洗
宮

南
呂

太
蔟

林
鐘

鐘
角

十

應
鐘
宮

姑
洗

南
呂

太
蔟
羽

林
鐘
角

鐘
變
宮

五

宮

應
鐘

姑
洗

南
呂

太
蔟
角

林
鐘

鐘
變

十
二

大
呂
宮

應
鐘

姑
洗

南
呂

太
蔟

林
鐘

七

夷
則
宮

大
呂

應
鐘

〔
二
〕

姑
洗
角

南
呂

太
蔟
變

二

夾
鐘
宮

夷
則

大
呂

應
鐘

姑
洗

南
呂

九

無
射
宮

夾
鐘

夷
則

大
呂
羽

角

應
鐘

姑
洗
變

四

仲
呂
宮

無
射

夾
鐘

夷
則

大
呂
角

應
鐘

羽

角

變
宮

變

羽

變
宮

羽

角

變
宮

變

校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
四
）

三

修

律
正

新
書

羽羽

變
宮

羽

角

變
宮

變

羽

變
宮

羽

角

變
宮

變

變
宮

呂

變
宮

變

鐘
變

仲
呂

無
射

夾
鐘

夷
則

大
呂

林
鐘
變

仲
呂

無
射

夾
鐘
角

夷
則

大
呂
變

太
蔟
變

仲
呂

無
射

夾
鐘

夷
則

羽



變
宮

變
宮

變

按

律
呂
之
數

而
不

故

鐘
不
復
爲
他
律
役
。

用
七
聲

皆
正
律

無

積
忽

。
自
林
鐘
而
下

則

聲

大
呂
〔
三
〕
、

太
蔟
一

聲

夾
鐘
、
姑
洗
二

聲

、
林
鐘
四

聲

夷
則
、
南
呂
五

聲

無
射
、
應
鐘
六

聲

仲
呂
爲
十
二
律
之
窮

三

聲
。
自

而

下

則

變
律
。

一
變
律

大
呂
二
變
律

夷
則
三
變
律

夾
鐘
四
變
律

無
射
五
變
律

仲
呂
六
變
律
。
皆

積
忽

不
得
其
正
。
故

鐘

獨
爲
聲
氣
之
元

雖
十
二
律
、
八
十
四
聲

皆

鐘

生

然

鐘
一
均

謂
純
粹
中
之
純
粹

也
。
八
十
四
聲

正
律
六
十
三

變
律

二
十
一
。
六
十
三

九
七
之
數
也

二
十
一

三
七
之
數
也
。

〔
校
記
〕

〔
一
〕

太
蔟
宮

「
蔟
」

性
理
大

作
「
簇
」。
下
並
同
。

〔
二
〕

應
鐘

「

」

性
理
大

作
「
羽
」。

〔
三
〕

大
呂

「
大
」

性
理
大

作
「
太
」。

〔
訓
読
〕

八
十
四
声
図
第
八

正
律
は
墨
書
。
半
声
は
朱
書
。
変
律
は
朱
書
。
半
声
は
墨
書
。

十
一
月

黄
鐘
の
宮

六
月

林
鐘
の
宮

黄
鐘
の
徴

正
月

太
蔟
の
宮

林
鐘
の

黄
鐘
の
商

八
月

南
呂
の
宮

太
蔟
の
徴

林
鐘
の
商

黄
鐘
の
羽

短
期
大

四

國
學
院
大
學
北
海
道

要
第
三

学
部
紀

十
三
巻

南
呂
變

羽

羽

徴

仲
呂
角

無
射

夾
鐘
變

姑
洗
變

仲
呂

無
射

應
鐘
變

仲
呂
變



三
月

姑
洗
の
宮

南
呂
の

太
蔟
の
商

林
鐘
の

黄
鐘
の
角

十
月

応
鐘
の
宮

姑
洗
の
徴

南
呂
の
商

太
蔟
の
羽

林
鐘
の
角

黄
鐘
の
変
宮

五
月

賓
の
宮

応
鐘
の

姑
洗
の
商

南
呂
の

太
蔟
の
角

林
鐘
の

黄
鐘
の
変
徴

十
二
月

大
呂
の
宮

賓
の

応
鐘
の

姑
洗
の

南
呂
の

太
蔟
の

林
鐘
の

七
月

夷
則
の
宮

大
呂
の
徴

賓
の
商

応
鐘
の

姑
洗
の
角

南
呂
の

太
蔟
の
変
徴

二
月

夾
鐘
の
宮

夷
則
の

大
呂
の
商

賓
の

応
鐘
の

姑
洗
の

南
呂
の

九
月

無
射
の
宮

夾
鐘
の
徴

夷
則
の
商

大
呂
の
羽

賓
の
角

応
鐘
の

姑
洗
の
変
徴

四
月

仲
呂
の
宮

無
射
の

夾
鐘
の
商

夷
則
の

大
呂
の
角

賓
の

応
鐘
の

の

の
徴

の
商

の
羽

の
角

の
変
宮

の
変
徴

の

の

の
羽

の

の
変
宮

の

の

の
羽

の
角

の
変
宮

の
変
徴

の

の

の
変
宮

の

の

の
変
宮

の
変
徴

の

の

按
ず
る
に
、
律
呂
の
数
、
往
き
て
返
ら
ず
、
故
に
黄
鐘
復
た
他
律
の
役
と
為
ら
ず
。
用
ふ
る
所
の
七
声
、
皆
、
正
律
に
し
て
、
空
積
忽
微
無
し
。
林
鐘
よ
り
し
て

下
は
、
則
ち
半
声
有
り
。

大
呂
・
太
蔟
は
一
半
声
、
夾
鐘
・
姑
洗
は
二
半
声
、

賓
・
林
鐘
は
四
半
声
、
夷
則
・
南
呂
は
五
半
声
、
無
射
・
応
鐘
は
六
半
声
、
仲

呂
は
十
二
律
の
窮
た
り
、
三
半
声
。

賓
よ
り
し
て
下
は
、
則
ち
変
律
有
り
。

賓
は
一
変
律
、
大
呂
は
二
変
律
、
夷
則
は
三
変
律
、
夾
鐘
は
四
変
律
、
無
射
は

五
変
律
、
仲
呂
は
六
変
律
。

皆
、
空
積
忽
微
有
り
て
、
其
の
正
を
得
ず
。
故
に
黄
鐘
独こと
に
声
気
の
元
た
り
、
十
二
律
・
八
十
四
声
と
雖
も
、
皆
、
黄
鐘
の
生
ず
る

所
、
然
れ
ど
も
黄
鐘
一
均
は
、
所
謂
純
粹
中
の
純
粹
な
る
者
な
り
。
八
十
四
声
、
正
律
六
十
三
・
変
律
二
十
一
。
六
十
三
は
九
七
の
数
な
り
。
二
十
一
は
三
七
の
数

な
り
。

）

記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓

五

校
点
『
筆

読
）（
四

徴

羽 羽羽

角

変 変
宮

徴

商

変
徴

黄
鐘

変

仲
呂

無
射

夾
鐘

宮

変
徴

羽

変
宮

徴

羽

角

変
宮

変
徴

変
宮

徴

羽

変
宮

徴

呂

変
徴

太
蔟

変

仲
呂

無
射

夾
鐘

夷
則

南
呂

変

仲
呂

角

無
射

夾
鐘

変
徴

姑
洗

変

仲
呂

無
射

応
鐘

変

仲
呂

変
徴

夷
則

大
呂

賓

林
鐘

変

仲
呂

商

無
射

夾
鐘

角

夷
則

大



八
十
四
聲
圖
第
八

欽
按

此
圖
自

宮

數
去

則
十
二
律
各

七
聲

共
八
十
四
聲
也
。

○
註
中
「
空
積
忽

」

謂
空
圍

積
忽
初
秒
之
小
數

也
。
然
其

在
管
之
長
短

蓋
正
律
獨
仲
呂
之
管

忽
數

其
他
用
變
律

聲

則
多

小
分

而
不
得
其
正
矣
。

○
「
九
七
」、「
三
七
」
之
數

未
審
其
取
何
義
。
蓋
以

聲
律
是
陽

而
九
老
陽
之
數

七
少
陽
之
數

三
亦
陽
數

之
小

？

○
朱
子
曰

「

以
下

仲
呂
上
生
之

不

故
無

變
聲

而
唯

、
太
、
姑
、
林
、
南
、
應

之
。
計
正
變

十
八
律

各

聲

爲
三
十
六
律
。
其
間
又

八
聲

雖

而
無

用

實
計
二
十
八
聲
而
已
。」
儀
禮
經
傳

解
。

欽
按

八
聲
無

用

謂
正

鐘
、
林
鐘
、
南
呂
、
應

鐘
之

聲

變

鐘
、
太
簇
、
姑
洗
之

聲

應
鐘
之

聲

也
。
若

協
用

則
十
二
正
、
六
變

共
十
八
管
而
足
矣
。

論

聲
之
淸
濁

則

鐘
之

鐘
之
宮
。
爲
濁
之
極

無
射

之

應
鐘
變
宮
〔
一
〕
。
爲
淸
之
極
也
。

記
曰

「
五
聲
、
六
律
、
十
二
管

相
爲
宮
也
。」
謂

之

宮

則
宜

輪
子
。
今

家

十
二

宮
輪
。
此
取
圖

之

就

其
正
變
、

之
別
云
〔
二
〕
。

〔
三
〕

道
短
期
大
学
部
紀

六

國
學
院
大
學
北
海

要
第
三
十
三
巻

説

筆
記
律
呂
新
書



〔
校
記
〕

〔
一
〕

應
鐘
變
宮

「
鐘
」
下

高
本
、
心
本
、

本

「
之
」
字
。

〔
二
〕

就

其
正
變

之
別
云

「
云
」
字
下

原

齋
按
語
而
云

「
蕃
按

上
圖
似
闕
正
變
、

之
註

。」
今

。

〔
三
〕

圖

此
圖
中
原

闕
文
。
今
據
高
本
、
谷
本
、
湖
本
、
平
本
、
狩
本
、
順
本
、
慶
本
、
新
本
、
學
本
補
。

〔
訓
読
〕

八
十
四
声
図
第
八

欽
（
中
村

斎
）
按
ず
る
に
、
此
（『
律
呂
新
書
』）
の
図
、
諸
宮
よ
り
斜
め
に
数かぞ
へ
去
れ
ば
、
則
ち
十
二
律
各
〻
おのおの

七
声
を
具
へ
て
、
共
に
八
十
四
声
な
り
。

○
註
中
の
「
空
積
忽
微
」
は
、
空
囲
内
積
、
忽
初
秒
の
小
数
を
謂
ふ
な
り
。
然
れ
ど
も
其
の
帰
す
る
は
管
の
長
短
に
在
り
、
蓋
し
正
律
は
独
り
仲
呂
の
管
の
み
に
忽

数
有
り
、
其
の
他
は
変
律
及
び
半
声
を
用
ふ
れ
ば
、
則
ち
多
く
小
分
有
り
て
、
其
の
正
し
き
を
得
ず
。

七

校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
四
）



○
「
九
七
」・「
三
七
」
の
数
は
、
未
だ
其
の
何
の
義
よ
り
取
る
か
を
審
ら
か
に
せ
ず
。
蓋
し
声
律
是
れ
陽
類
に
し
て
、
九
は
老
陽
の
数
、
七
は
少
陽
の
数
、
三
も
亦

た
陽
数
の
小
成
な
る
を
以
て
か
。

○
朱
子
曰
は
く
、「

賓
以
下
は
、
仲
呂
上
生
の
及
ば
ざ
る
所
、
故
に
変
声
無
く
し
て
、
唯
だ
黄
・
太
・
姑
・
林
・
南
・
応
の
み
之
れ
有
り
。
計
る
に
正
変
通
じ
て

十
八
律
、
各
〻
おのおの

半
声
有
り
て
、
三
十
六
声
と
為
る
。
其
の
間
に
又
、
八

声
有
り
、
有
り
と
雖
も
而
れ
ど
も
用
ふ
る
所
無
く
、
実
計
二
十
八
声
の

み
」
と
。
『
儀
礼
経
伝
通
解
』（
巻
十
三
「
学
礼
六
之
上
」「
鐘
律
第
二

十
二
」）。

欽
按
ず
る
に
、
八
声
「
用
ふ
る
所
無
し
」
と
は
、
正
黄
鐘
・
林
鐘
・

南
呂
・
応
鐘
の
半
声
、
変
黄
鐘
・
太
簇
・
姑
洗
の
全
声
及
び
応
鐘
の
半

声
を
謂
ふ
な
り
。
若
し
全
半
協
用
す
れ
ば
、
則
ち
十
二
正
・
六
変
、
共

に
十
八
管
に
し
て
足
れ
り
。
諸
声
の
清
濁
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
黄
鐘
の

全
は
、

黄
鐘
の
宮
な
り
。

濁
の
極
た
り
、
無
射
の
半
は
、

応
鐘
の

変
宮
な
り
。

清
の
極
た
り
。

記
（『
礼
記
』「
礼
運
」）
に
曰
は
く
、「
五
声
・
六
律
・
十
二
管
、
還めぐ

り
て
宮
を
相
為
す
」
と
。
之
を
還
宮
と
謂
へ
ば
、
則
ち
宜
し
く
輪
子
を

造
る
べ
し
。
今
の
楽
家
に
十
二
還
宮
輪
有
り
。
此ここ
に
取
り
て
之
を
図
に

し
、
就
ち
其
の
正
変
・
全
半
の
別
を
注
録
す
と
云
ふ
。

八

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
三
巻



六
十

圖
第
九

以

禮
、
淮
南
子
、
禮
記
鄭
氏
註
、
孔
氏
正
義
定
。

宮

角

變

羽

變
宮

○

鐘
宮
〔
一
〕

正

太
正〔
二
〕

姑
正

正

林
正

南
正

應
正

無
射

無
正

變

變

變

仲

變

變

夷
則
角

夷
正

無
正

變

變

夾

仲
〔
三
〕

變

仲
呂

仲
正

變

變

變

夾
鐘
羽

夾
正

仲
正

無
正

變

變

○
大
呂
宮

大
正

夾
正

仲
正

夷
正

無
正

變

應
鐘

應
正

大

夾

仲

夷

無

南
呂
角

南
正

應
正

大

夾

姑

〔
四
〕

夷

正

夷
正

無
正

變

大

夾

仲

姑
洗
羽

姑
正

正

夷
正

無
正

應
正

大

夾

○
太
蔟
宮

太
正

姑
正

正

夷
正

南
正

應
正

大

鐘

正

太
正〔
五
〕

姑
正

正

林
正

南
正

應
正

無
射
角

無
正

變

變

變

仲
〔
六
〕

變

變

林
鐘

林
正

南
正

應
正

大

太

姑

仲
呂
羽

仲
正

變

變

變〔
七
〕

新
書
説

九

校
点
『
筆
記
律
呂

）

訓
読

』（
附

）（
四

律
正
修

太

姑

呂
新
書

太

姑

林

南

太

林

變
林

變
南

變
應

太

姑

林

南

變
林

南
變

變
應

太

姑

變
林

變
南

太

變
林



○
夾
鐘
宮

夾
正

仲
正

無
正

變〔
八
〕

變

大
呂

大
正

夾
正

仲
正

夷
正

無
正

變

應
鐘
角

應
正

大

夾

仲

夷

無

夷
則

夷
正

無
正

變

變

夾

仲

變

羽

正

夷
正

無
正

變

大

夾

仲

○
姑
洗
宮

姑
正

正

夷
正

無
正

應
正

大

夾

太
蔟

太
正

姑
正

正

夷
正

南
正

應
正

大

鐘
角

正

太
正

姑
正

正

林
正

南
正

應
正

南
呂

南
正

應
正

大

夾

姑

夷

林
鐘
羽

林
正

南
正

應
正

大

太

姑

○
仲
呂
宮

仲
正

變

變

變

夾
鐘

夾
正

仲
正

無
正

變

變

大
呂
角

大
正

夾
正

仲
正

夷
正

無
正

變

無
射

無
正

變

變

變

仲

變

變

夷
則
羽

夷
正

無
正

變

變

夾

仲

變

○

宮

正

夷
正

無
正

變

大

夾

仲

姑
洗

姑
正

正

夷
正

無
正

應
正

大

夾

太
蔟
角

太
正

姑
正

正

夷
正

南
正

應
正

大

巻

短

一
〇

國
學
院
大
學
北
海
道

紀

期
大
学
部

三

要
第
三
十

變
林

南
變

太

林
變

太

林

變
南

太

變
林

太

姑

林

南

太

林

林
變

南
變

變
應

太

姑

林
變



應
鐘

應
正

大

夾

仲

夷

無

南
呂
羽

南
正

應
正

大
〔
九
〕

夾

姑

夷

○
林
鐘
宮

林
正

南
正

應
正

大

太

姑
〔
一〇〕

仲
呂

仲
正

變

變

變

夾
鐘
角

夾
正

仲
正

無
正

變

變〔
一一〕

鐘

正

太
正

姑
正

正

林
正

南
正

應
正

無
射
羽

無
正

變

變

變

仲

變

變

○
夷
則
宮

夷
正

無
正

變

變

夾

仲

變

正

夷
正

無
正

變

大

夾

仲

姑
洗
角

姑
正

正

夷
正

無
正

應
正

大
〔
一二〕

夾

大
呂

大
正

夾
正

仲
正

夷
正

無
正

變

應
鐘
羽

應
正

大

夾

仲

夷

無

○
南
呂
宮

南
正

應
正

大

夾

姑

夷

林
鐘

林
正

南
正

應
正

大

太

姑

仲
呂
角

仲
正

〔
一三〕

變

變

變

太
蔟

太
正

姑
正

正

夷
正

南
正

應
正

大

鐘
羽

正

太
正

姑
正

正

林
正

南
正

應
正

○
無
射
宮

無
正

變

變

變

仲

變

變

）

呂
新
書
説

一
一

校
点
『
筆
記
律

附
訓
読
）

』（

（
四

變
南

太

變
林

變
南

變
應

太

姑

變
林

變
林

變
南

變
應

太

姑

太

姑

林

南

太

姑

林

南

太

林

變
林



夷
則

夷
正

無
正

變

變

夾

仲

變

角

正

夷
正

無
正

變

大
〔
一四〕

夾

仲

夾
鐘

夾
正

仲
正

無
正

變

變

大
呂
羽

大
正〔
一五〕

夾
正

仲
正

夷
正

無
正

變

○
應
鐘
宮

應
正

大

夾

仲

夷

無

南
呂

南
正

應
正

大

夾

姑

夷

林
鐘
角

林
正

南
正

應
正

大

太

姑

姑
洗

姑
正

正

夷
正

無
正

應
正

大

夾

太
蔟
羽

太
正

姑
正

正

夷
正

南
正

應
正

大

按

十
二
律
旋
相
爲
宮

各

七
聲

合
八
十
四
聲
。
宮
聲
十
二

聲
十
二

角
聲
十
二

聲
十
二

羽
聲
十
二

六
十
聲

爲
六
十

。
其
變
宮
十
二

在
羽
聲
之
後
、
宮
聲
之

變

十
二

在
角
聲
之
後
、

聲
之

宮
不

宮

不

二
十
四

聲

不
可
爲

。

鐘
宮
至
夾
鐘
羽

並
用

鐘

、

鐘
畢
曲

大
呂
宮
至
姑
洗
羽
〔
一六〕

並
用
大
呂

、
大
呂
畢
曲

太
蔟
宮
至
仲

呂
羽

並
用
太
蔟

、
太
蔟
畢
曲

夾
鐘
宮
至

羽

並
用
夾
鐘

、
夾
鐘
畢
曲

姑
洗
宮
至
林
鐘
羽

並
用
姑
洗

、
姑
洗
畢

曲

仲
呂
宮
至
夷
則
羽

並
用
仲
呂

、
仲
呂
畢
曲

宮
至
南
呂
羽

並
用

、

畢
曲

林
鐘
宮
至
無
射
羽

並
用
林

鐘

、
林
鐘
畢
曲

夷
則
宮
至
應
鐘
羽

並
用
夷
則

、
夷
則
畢
曲

南
呂
宮
至

鐘
羽

並
用
南
呂

、
南
呂
畢
曲

無
射
宮
至

大
呂
羽

並
用
無
射

、
無
射
畢
曲

應
鐘
宮
至
太
蔟
羽

並
用
應
鐘

、
應
鐘
畢
曲

是
爲
六
十

。
六
十

十
二
律
也

十
二

律

一

鐘
也
。

鐘
生
十
二
律

十
二
律
生
五
聲
二
變
。
五
聲
各
爲
綱
紀

以

六
十

。
六
十

皆

鐘
損

之
變
也
。
宮
、

、
角

三
十
六

老
陽
也

其

、
羽
二
十
四

老
陰
也
。

而
陰
陽
備
也
。
或
曰

「
日
辰
之
數

由
天
五
、
地
六
錯
綜
而
生
。
律
呂
之

數

由

鐘
九
寸
損

而
生
。
二

不
同
。
至
數
之

則
日

六
甲

辰

五
子

爲
六
十
日

律
呂

六
律
、
五
聲
爲
六
十

。
若
合

北
海
道
短
期
大
学

一
二

國
學
院
大
學

巻

紀
要
第
三
十
三

部

太

林

林
變

南
變

太

林
變



符

何
也
？
」
曰

「

上
文
之

謂

而
陰
陽
備
也
。
夫
理
必

對
待

數
之
自
然
也
。
以
天
五
、
地
六
合
陰
與
陽
言
之

則
六
甲
、

五
子
究
於
六
十
。
其
三
十
六
爲
陽

二
十
四
爲
陰
。
以

鐘
九
寸
紀
陽
不
紀
陰
言
之

則
六
律
、
五
聲
究
於
六
十
。
亦
三
十
六
爲
陽

二
十

四
爲
陰
。
蓋
一
陽
之
中

又
自

陰
陽
也
。
非
知
天
地
之

育

不
能
與
於
此
。」

〔
校
記
〕

〔
一
〕

○

鐘
宮

性
理
大

無
「
○
」。
下
並
同
。

〔
二
〕

太
正

「
太
」

性
理
大

作
「
大
」。

〔
三
〕

仲

「
仲
」

性
理
大

作
「

」。

〔
四
〕

「

」

性
理
大

作
「

」。

〔
五
〕

太
正

「
太
」

性
理
大

作
「
大
」。

〔
六
〕

仲

「
仲
」

性
理
大

作
「

」。

〔
七
〕

變

「

」

性
理
大

作
「
姑
」。

〔
八
〕

變

「

」

性
理
大

作
「

」。

〔
九
〕

大

「
大
」

原

作
「
太
」

據
性
理
大

改
。

〔
一〇〕

姑

「

」

性
理
大

作
「

」。

〔
一一〕

變

「

」

原

作
「

」

據
性
理
大

改
。

〔
一二〕

大

「
大
」

原

作
「
太
」。
性
理
大

亦

。
據
文
義
改
。

〔
一三〕

「

」

性
理
大

作
「

」。

〔
一四〕

大

「
大
」

原

作
「
太
」。
性
理
大

亦

。
據
文
義
改
。

〔
一五〕

大
正

「
大
」

原

作
「
太
」

據
性
理
大

改
。

〔
一六〕

大
呂
宮
至
姑
洗
羽

「
大
」

原

作
「
太
」

據
性
理
大

改
。

）

一
三

校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
四

仲仲

姑

姑

太

太

大

應
變

變



〔
訓
読
〕六

十
調
図
第
九

『
周
礼
』（「
春
官
」「
大
司
楽
」）、『
淮
南
子
』（「
天
文
訓
」）、『
礼
記
』（「
礼
運
」）
の
鄭
（
鄭
玄
）
氏
の
註
・
孔
（
孔
穎
達
）
氏
の
正
義
を

以
て
定
む
。

宮

商

角

変
徴

徴

羽

変
宮

○
黄
鐘
の
宮

黄
の
正

太
の
正

姑
の
正

の
正

林
の
正

南
の
正

応
の
正

無
射
の
商

無
の
正

の
変
半

の
変
半

の
変
半

仲
の

の
変
半

の
変
半

夷
則
の
角

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

の
変
半

夾
の

仲
の

の
変
半

仲
呂
の
徴

仲
の
正

の

の

の

の
変
半

の
変
半

の
変
半

夾
鐘
の
羽

夾
の
正

仲
の
正

の

の

無
の
正

の
変
半

の
変
半

○
大
呂
の
宮

大
の
正

夾
の
正

仲
の
正

の

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

応
鐘
の
商

応
の
正

大
の

夾
の

仲
の

の

夷
の

無
の

南
呂
の
角

南
の
正

応
の
正

大
の

夾
の

姑
の

の

夷
の

賓
の
徴

の
正

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

大
の

夾
の

仲
の

姑
洗
の
羽

姑
の
正

の
正

夷
の
正

無
の
正

応
の
正

大
の

夾
の

○
太
蔟
の
宮

太
の
正

姑
の
正

の
正

夷
の
正

南
の
正

応
の
正

大
の

黄
鐘
の
商

黄
の
正

太
の
正

姑
の
正

の
正

林
の
正

南
の
正

応
の
正

無
射
の
角

無
の
正

の
変
半

の
変
半

の
変
半

仲
の

の
変
半

の
変
半

林
鐘
の
徴

林
の
正

南
の
正

応
の
正

大
の

太
の

姑
の

の

仲
呂
の
羽

仲
の
正

の

の

の

の
変
半

の
変
半

の
変
半

○
夾
鐘
の
宮

夾
の
正

仲
の
正

の

の

無
の
正

の
変
半

の
変
半
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大
呂
の
商

大
の
正

夾
の
正

仲
の
正

の

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

応
鐘
の
角

応
の
正

大
の

夾
の

仲
の

の

夷
の

無
の

夷
則
の
徴

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

の
変
半

夾
の

仲
の

の
変
半

賓
の
羽

の
正

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

大
の

夾
の

仲
の

○
姑
洗
の
宮

姑
の
正

の
正

夷
の
正

無
の
正

応
の
正

大
の

夾
の

太
蔟
の
商

太
の
正

姑
の
正

の
正

夷
の
正

南
の
正

応
の
正

大
の

黄
鐘
の
角

黄
の
正

太
の
正

姑
の
正

の
正

林
の
正

南
の
正

応
の
正

南
呂
の
徴

南
の
正

応
の
正

大
の

夾
の

姑
の

の

夷
の

林
鐘
の
羽

林
の
正

南
の
正

応
の
正

大
の

太
の

姑
の

の

○
仲
呂
の
宮

仲
の
正

の

の

の

の
変
半

の
変
半

の
変
半

夾
鐘
の
商

夾
の
正

仲
の
正

の

の

無
の
正

の
変
半

の
変
半

大
呂
の
角

大
の
正

夾
の
正

仲
の
正

の

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

無
射
の
徴

無
の
正

の
変
半

の
変
半

の
変
半

仲
の

の
変
半

の
変
半

夷
則
の
羽

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

の
変
半

夾
の

仲
の

の
変
半

○

賓
の
宮

の
正

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

大
の

夾
の

仲
の

姑
洗
の
商

姑
の
正

の
正

夷
の
正

無
の
正

応
の
正

大
の

夾
の

太
蔟
の
角

太
の
正

姑
の
正

の
正

夷
の
正

南
の
正

応
の
正

大
の

応
鐘
の
徴

応
の
正

大
の

夾
の

仲
の

の

夷
の

無
の

南
呂
の
羽

南
の
正

応
の
正

大
の

夾
の

姑
の

の

夷
の

○
林
鐘
の
宮

林
の
正

南
の
正

応
の
正

大
の

太
の

姑
の

の
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仲
呂
の
商

仲
の
正

の

の

の

の
変
半

の
変
半

の
変
半

夾
鐘
の
角

夾
の
正

仲
の
正

の

の

無
の
正

の
変
半

の
変
半

黄
鐘
の
徴

黄
の
正

太
の
正

姑
の
正

の
正

林
の
正

南
の
正

応
の
正

無
射
の
羽

無
の
正

の
変
半

の
変
半

の
変
半

仲
の

の
変
半

の
変
半

○
夷
則
の
宮

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

の
変
半

夾
の

仲
の

の
変
半

賓
の
商

の
正

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

大
の

夾
の

仲
の

姑
洗
の
角

姑
の
正

の
正

夷
の
正

無
の
正

応
の
正

大
の

夾
の

大
呂
の
徴

大
の
正

夾
の
正

仲
の
正

の

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

応
鐘
の
羽

応
の
正

大
の

夾
の

仲
の

の

夷
の

無
の

○
南
呂
の
宮

南
の
正

応
の
正

大
の

夾
の

姑
の

の

夷
の

林
鐘
の
商

林
の
正

南
の
正

応
の
正

大
の

太
の

姑
の

の

仲
呂
の
角

仲
の
正

の

の

の

の
変
半

の
変
半

の
変
半

太
蔟
の
徴

太
の
正

姑
の
正

の
正

夷
の
正

南
の
正

応
の
正

大
の

黄
鐘
の
羽

黄
の
正

太
の
正

姑
の
正

の
正

林
の
正

南
の
正

応
の
正

○
無
射
の
宮

無
の
正

の
変
半

の
変
半

の
変
半

仲
の

の
変
半

の
変
半

夷
則
の
商

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

の
変
半

夾
の

仲
の

の
変
半

賓
の
角

の
正

夷
の
正

無
の
正

の
変
半

大
の

夾
の

仲
の

夾
鐘
の
徴
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の
正

仲
の
正

の

の
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の
正

の
変
半

の
変
半

大
呂
の
羽

大
の
正

夾
の
正

仲
の
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の

夷
の
正

無
の
正
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半

○
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宮
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正
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の
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の
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の

の
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の
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南
呂
の
商

南
の
正

応
の
正

大
の

夾
の

姑
の

の

夷
の

林
鐘
の
角

林
の
正

南
の
正

応
の
正

大
の

太
の

姑
の

の

姑
洗
の
徴

姑
の
正

の
正

夷
の
正

無
の
正

応
の
正

大
の

夾
の

太
蔟
の
羽

太
の
正

姑
の
正

の
正

夷
の
正

南
の
正

応
の
正

大
の

按
ず
る
に
、
十
二
律
旋
り
て
宮
を
相
為
す
、
各
〻
おのおの

七
声
有
り
、
合
は
せ
て
八
十
四
声
。
宮
の
声
十
二
、
商
の
声
十
二
、
角
の
声
十
二
、
徴
の
声
十
二
、
羽
の
声
十

二
、
凡
て
六
十
声
、
六
十
調
と
為
る
。
其
の
変
宮
十
二
は
、
羽
声
の
後ノチ
・
宮
声
の
前サキ
に
在
り
、
変
徴
十
二
は
、
角
声
の
後
・
徴
声
の
前
に
在
り
、
宮
は
宮
を
成
さ

ず
、
徴
は
徴
を
成
さ
ず
、
凡
て
二
十
四
声
、
調
と
為
す
べ
か
ら
ず
。
黄
鐘
の
宮
よ
り
夾
鐘
の
羽
に
至
る
ま
で
は
、
並
び
に
黄
鐘
を
用もつ
て
調
を
起
こ
し
、
黄
鐘
、
曲
を

畢
ふ
。
大
呂
の
宮
よ
り
姑
洗
の
羽
に
至
る
ま
で
は
、
並
び
に
大
呂
を
用
て
調
を
起
こ
し
、
大
呂
、
曲
を
畢
ふ
。
太
蔟
の
宮
よ
り
仲
呂
の
羽
に
至
る
ま
で
は
、
並
び
に

太
蔟
を
用
て
調
を
起
こ
し
、
太
蔟
、
曲
を
畢
ふ
。
夾
鐘
の
宮
よ
り

賓
の
羽
に
至
る
ま
で
は
、
並
び
に
夾
鐘
を
用
て
調
を
起
こ
し
、
夾
鐘
、
曲
を
畢
ふ
。
姑
洗
の
宮

よ
り
林
鐘
の
羽
に
至
る
ま
で
は
、
並
び
に
姑
洗
を
用
て
調
を
起
こ
し
、
姑
洗
、
曲
を
畢
ふ
。
仲
呂
の
宮
よ
り
夷
則
の
羽
に
至
る
ま
で
は
、
並
び
に
仲
呂
を
用
て
調
を

起
こ
し
、
仲
呂
、
曲
を
畢
ふ
。

賓
の
宮
よ
り
南
呂
の
羽
に
至
る
ま
で
は
、
並
び
に

賓
を
用
て
調
を
起
こ
し
、

賓
、
曲
を
畢
ふ
。
林
鐘
の
宮
よ
り
無
射
の
羽
に

至
る
ま
で
は
、
並
び
に
林
鐘
を
用
て
調
を
起
こ
し
、
林
鐘
、
曲
を
畢
ふ
。
夷
則
の
宮
よ
り
応
鐘
の
羽
に
至
る
ま
で
は
、
並
び
に
夷
則
を
用
て
調
を
起
こ
し
、
夷
則
、

曲
を
畢
ふ
。
南
呂
の
宮
よ
り
黄
鐘
の
羽
に
至
る
ま
で
は
、
並
び
に
南
呂
を
用
て
調
を
起
こ
し
、
南
呂
、
曲
を
畢
ふ
。
無
射
の
宮
よ
り
大
呂
の
羽
に
至
る
ま
で
は
、
並

び
に
無
射
を
用
て
調
を
起
こ
し
、
無
射
、
曲
を
畢
ふ
。
応
鐘
の
宮
よ
り
太
蔟
の
羽
に
至
る
ま
で
は
、
並
び
に
応
鐘
を
用
て
調
を
起
こ
し
、
応
鐘
、
曲
を
畢
ふ
。
是
を

六
十
調
と
為
す
。
六
十
調
は
即
ち
十
二
律
な
り
、
十
二
律
は
即
ち
一
黄
鐘
な
り
。
黄
鐘
、
十
二
律
を
生
じ
、
十
二
律
、
五
声
・
二
変
を
生
ず
。
五
声
各
〻
おのおの

綱
紀
と
為

り
て
、
以
て
六
十
調
を
成
す
。
六
十
調
は
皆
、
黄
鐘
損
益
の
変
な
り
。
宮
・
商
・
角
三
十
六
調
は
、
老
陽
な
り
。
其
の
徴
・
羽
二
十
四
調
は
、
老
陰
な
り
。
調
成
り

て
陰
陽
備
は
れ
り
。
或
ひ
と
の
曰
は
く
、「
日
辰
の
数
、
天
五
・
地
六
に
由
り
て
錯
綜
し
て
生
ず
。
律
呂
の
数
、
黄
鐘
九
寸
に
由
り
て
損
益
し
て
生
ず
。
二
つ
の
者

同
じ
か
ら
ず
。
数
の
成
れ
る
に
至
っ
て
は
、
則
ち
日
に
六
甲
有
り
、
辰
に
五
子
有
り
て
、
六
十
日
と
為
る
。
律
呂
に
六
律
・
五
声
有
り
て
、
六
十
調
と
為
る
。
符
節

を
合
は
せ
た
る
が
ご
と
き
は
、
何
ぞ
や
」
と
。
曰
は
く
、「
即
ち
上
文
の
所
謂
「
調
成
り
て
陰
陽
備
は
れ
る
」
な
り
。
夫
れ
理
必
ず
対
待
有
り
、
数
の
自
然
な
り
。

天
五
・
地
六
、
陰
と
陽
と
を
合
は
す
る
を
以
て
之
を
言
ふ
と
き
は
、
則
ち
六
甲
・
五
子
、
六
十
に
究
ま
る
。
其
の
三
十
六
を
陽
と
為
し
、
二
十
四
を
陰
と
為
す
。
黄
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鐘
九
寸
、
陽
を
紀
し
て
、
陰
を
紀
せ
ざ
る
を
以
て
之
を
言
ふ
と
き
は
、
則
ち
六
律
・
五
声
、
六
十
に
究
ま
る
。
亦
た
三
十
六
を
陽
と
為
し
、
二
十
四
を
陰
と
為
す
。

蓋
し
一
陽
の
中
、
又
、
自ヲノヅカら
陰
陽
有
れ
ば
な
り
。
天
地
の
化
育
を
知
る
者
に
非
ざ
れ
ば
、
此
に
与あづかる
こ
と
能
は
ず
」
と
。

六
十

圖
第
九

欽
按

此
圖

衍

而
六
十

各

七
聲

四
百
二
十
聲
。
然

律
之

、
角
、

、
羽

皆
與
宮

共
七
聲

而
亦
實
計
十
二

、
八
十
四
聲
耳
。

○
第
一

初
以

鐘
、
無
射
、
夷
則
、
仲
呂
、
夾
鐘
爲
五
聲
之
序

鐘
於
本

爲
宮

於
無
射
爲

於
夷
則
爲
角

於
仲
呂
爲

於
夾
鐘
爲
羽
也
。
他

皆
倣
此
。

○
註
云

「
用

鐘

鐘
畢
曲
。」

與
曲
同

互
文
耳
。
然
分
言
之

稍

異
。

聲

律

曲

音

歌

舞
。

聲

五
聲
也

律

十
二
律
也

六
十

也

曲

之

章

也

音

八
音
之

也

歌

以
詠
辭
而
協
音
律
也

舞

以
動
容
而
合

奏
也
。
燕

之

各

俗
名

如
越

、
平

之

。
今
人

以

名
律

而

以
其

畢
曲
之
律
爲
宮
。
其
宮
不
能

生
七
聲

則
取

、
羽
之
後
各
一
律
補
之

名
爲
嬰
羽
、
嬰

。
然
亦
不
能

〔
一
〕

其

甚
矣
。

○
朱
子
曰

「

律
中

載
十
二
詩
譜

見
儀
禮
經
傳
詩

。
乃
趙
子
敬

傳

子
敬

名
彥

宋
建
德
人
。
云

是

開
元
間

酒

歌
也
。
但

以

鐘
淸
爲
宮

此
便
不
可
。
蓋

鐘
管
九
寸

長
。
若
以

鐘
爲
宮

則
餘
律
皆
順

若
以
其
他
律
爲
宮

便

相
陵
處
。

今
且
只
以

鐘
言
之

自
第
九
宮
後
四
宮

則
或
爲
角

或
爲
羽

或
爲

或
爲

。
若
以
爲
角

則
是
民
陵
其
君
矣

若
以
爲

則
是

臣
陵
其
君
矣
。

爲
事

羽
爲
物

皆
可

推
。

記
曰

『
五

皆

相
陵
謂
之
慢
。
如
此

則
國
之
滅

無
日
矣

』
故
製

鐘
四
淸

聲
用
之
。
淸
聲
短
其
律
之

是

鐘
淸
長
四
寸

也
。
若
後
四
宮

用

鐘
爲
角
、

、

、
羽

則
以
四
淸
聲
代
之

不
可
用

鐘
本

律

以

陵
慢
。
故

志

云

『

鐘
不
復
爲
他
律

役
。』
其
他
律
亦
皆

淸
聲

若

相
陵

則
以
淸
聲

之

不
然
則
否
。
惟
是

鐘

則
不
復
爲
他
律

用
。
然
沈
存
中
續
筆
談

云

『
惟
君
、
臣
、
民
不
可
相
陵

事
、
物
則
不
必

。』」
又
曰

「
臣
、
民
不
可
大
於
君

也
。
事
、
物
大
於
君
不
妨
。」〔
二
〕
語

。
「
先
生
一
日
又

古
人
亦

時
用

鐘
淸
爲
宮

未
是
。」
同
上
。

北
海
道
短
期
大
学

一
八

國
學
院
大
學

巻

紀
要
第
三
十
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欽
按

代
鐘
律

高
低
不
一
定
。

之
天
地
中
聲

其
準
在
人
焉
。
古

譜

今
無

考
。
朱
子
謂
「
古

用
濁
聲
處
多

今

用

淸
聲
處
多
。」
止
此
。
蓋

宋

律

大
抵
用
景
表
尺
。
據
尺
考
之

比
古
律
差
低
二
律

是
亦
其

以
多
用
淸
聲
也
。

本

燕

雖
曰
傳

於
隋

而
其
聲
高
於
古

七
律
焉
。
故
謳
歌
、
簫

笙

自
林
鐘
以
降

或
用
倍
聲
〔
三
〕

方
得
諧
協
。
是
以
知
鐘
律
之
設

其
爲
和

人
聲

而
八
音
之

則

之

也
〔
四
〕
。
今
審
趙
氏

傳
十
二
詩
譜

其
小

六

則

鐘
淸
宮
爲

俗
呼
正
宮

也
。
其
律
皆
濁
聲

而

鐘
、
太
簇
反

用
淸
聲

是
似
小
律
皆

宮
、

。
其

南
六

則
無
射
淸
宮
爲

俗
呼
越

也
。
以
無
射
爲
宮
而
以

鐘
爲

。
然
獨

鐘

淸
聲
而
餘
皆
濁
聲
。
如
此

則
「

家

忌
臣
、
民
陵
君
」

此
句
朱

。
亦
安
在
焉
？

此
不
知
其
如
何

意
亦
以
人
聲

爲

而
律
音
皆
從
之
也
。
沈
氏

語
曰

「
五
音

宮
、

、
角
爲
從
聲

、
羽
爲
變
聲
。
從
謂
律
從
律

呂
從
呂
。
變
謂
以
律
從
呂

以

呂
從
律
。
故
從
聲
以
配
君
、
臣
、
民

尊
卑

定

不
可
相

。
變
聲
以
爲
事
、
物

則
或

於
君
聲
無
嫌
。」
止
此
。
茲
人
該
博

必
其

稽
古
而
言
之
也
。
今
嘗
據
此
六
十

圖

用
荀
尺
律

之

人
聲
高

給

在
姑
洗
至
無
射
之

律

而
無
一

宮
、

、
角
三
位

獨
爲

、
林
、
夷
、
南
、
無
、
應
之

、
羽

二
變
耳
。
此
皆
或
以

律
換
之
而
無

忌

也
。
由
是

之

荀
律
之

以
可
庶

中
聲

豈
不
足
信
焉
哉
。

○
元
魏
陳
仲
儒
曰

「

鐘
爲
聲
氣
之
元

其
管

長

故
以

鐘
爲
宮

太
簇
爲

〔
五
〕

林
鐘
爲

則
一
相
順
。
若
均
之
八
音

相
錯

衆
聲

配

其
美
。」

典
。
「
朱
子
曰

『
古

唱

和

唱

發
歌
句
也
。
和

其
聲
也
。
詩
詞
之
外

更

字
散

聲

以
發

其
趣
。』
是
之
謂
和
聲
。

謂
曲
也
。
古

府
皆

聲

屬
書
之
。
如
『
賀
賀
賀
』、『
何
何
何
』
之

皆
和
聲
也
。
今
管

絃
中
纏
聲

其

法
也
。」
圖
書

。

欽
按

今
燕
曲
譜
子

中

字
間

或
一
字
或
兩
三
字

戴
之

之
〔
六
〕

以
聯
接
上
下

是

謂
「
錯

衆
聲

配

其
美
」

而

亦
纏
聲
之

也
。
其
聲
比

則
雖
帶
收
外
于
本

七
音

〔
七
〕

亦
不
相
妨

若
不
然

則
不
能

得

曲
也
。
於
其
體
格

簇
之
裁
制
與
夫
永

歌
之
美
、
衆
音
之
諧

則
俟
古

君
子
與
伶
工
之

音

〔
八
〕

共
修

之
。

○
宮
、

、
角
屬
陽

、
羽
屬
陰
。
蓋
宮
、

、
角
三
聲
相

疾
而
發
開

、
羽
兩
聲
相

重

而
收
斂
。
自
然

陰
陽
之
象
矣
。

其
三
十
六
爲
老
陽

二
十
四
爲
老
陰

亦
只
取
四
九
、
四
六
之
九
、
六
耳
。

○
「
六
甲
、
五
子
」
之

出

志
。
甲
子
、
甲
戌
、
甲
申
、
甲
午
、
甲
辰
、
甲
寅
爲
六
甲
。
五
甲

子
而
甲
寅
無
子

故
曰
五
子
也
。

一
九

校
点
『
筆
記
律
呂
新
書
説
』（
附
訓
読
）（
四
）



甲
爲
十
母
之
首

子
爲
十
二
子
之
首

言
「
六
甲
、
五
子
」

則

得
六
十
干
支
。「
六
律
、
五
聲
」

言
六
律
則

六
呂
。
此
四
字
特
對
上
文

「
六
甲
、
五
子
」
耳
。
其
三
十
六
爲
陽

二
十
四
爲
陰

是
以
六
十
甲
子

音
之
數
配
六
十

旋
宮
之

也
。
其
法
見
素
問

志
。「
以

鐘

九
寸

紀
陽
不
紀
陰
」
以
下

謂
五
聲
、
六
律
、
六
十

雖
如
皆
生
於

鐘
九
寸
之
陽
數
而
不
于
陰
數

然

生
五
聲

則
宮
、

、
角
屬

陽

、
羽
屬
陰

又

六
律
之
陽

則
六
呂
之
陰
隨
而
生

是
一
陽
相
生
之
間

又
自

陰
陽
之
分
也
。
蓋
聲
本
陽

故
律
專
以
陽
數
紀

之
。
非
別

陰
而
不
紀
之

自
無
陰
之
可
紀
耳
。

○
又
按

聲
律
之
合
用

鐘
爲
宮

林
鐘
爲

太
簇
爲

南
呂
爲
羽

姑
洗
爲
角

是
五
聲
之
正
也
。
應
鐘
爲
變
宮

爲

變

是
二
聲
之
變
也
。
而

鐘
一
均

七
聲

焉
。
又
就
以
應
鐘
、

爲
宮
、

而
因
生
大
呂
爲

生
夷
則
爲
羽

生
夾
鐘
爲
角

生
無
射
爲
變
宮

生
仲
呂
爲
變

。
是
首
尾

宮

反

相
生

宮
、

各
三

、
羽
、
角
各
兩

而
十
二
正
律

焉
。
又
十
二
律
旋
相
爲

宮

做
六
十

則
更
生
六
變
律
用
之

正
變
共
十
八
律
。
又
其
間

聲
不
和

而
以

聲
應
之

十
三
管

減

聲
不
當
用

三
管

而
實
計
用
二
十
八
管
。
以
七
聲

十
二
律

共
用
八
十
四
聲
。
以
五
聲
旋
十
二
宮

共
爲
六
十

。
是
五
聲
、
七
音
、
十
二
律
、
二
十
八
管
、

八
十
四
聲
、
六
十

自
然
混

而
皆
不
出
於
人
爲
之

也
。

〔
校
記
〕

〔
一
〕

然
亦
不
能

「
亦
」

原

。
據
各
本
補
。

〔
二
〕

又
曰
臣
民
不
可
大
於
君
也
事
物
大
於
不
妨

原

。
據
高
本
、
平
本
、
慶
本
、
心
本
、

本
補
。
北
本
、
昌
本
、
新
本

此
文
在
眉
批
。
谷
本
、
順

本

「
又
」
上

「
朱
子
」二
字

此
文

在
「
前

未
是
同
上
」
下
。
又
谷
本

「
妨
」
下

「
同
上
」
二
字
作
小
字
。

〔
三
〕

或
用
倍
聲

「
或
」

湖
本
、
狩
本

學
本
作
「
皆
」。

〔
四
〕

則

之

也

「

」

原

作
「

」。
據
北
本
、
高
本
、
谷
本
、
湖
本
、

本
、
狩
本
、
平
本
、
慶
本
、
新
本
、
學
本
改
。

〔
五
〕

太
簇
爲

「
太
」

原

作
「
大
」

據
各
本
改
。

〔
六
〕

戴
之

之

「

」

原

作
「

」。
據
得
本
、
谷
本
、
狩
本
、
順
本
改
。

〔
七
〕

其
聲
比

則
雖
帶
收
外
于
本

七
音

「
于
」

原

作
「
子
」。
據
北
本
、
高
本
、
谷
本
、
湖
本
、

本
、
狩
本
、
順
本
、
平
本
、
慶
本
、
新
本
、

二
〇

國
學
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學
本
改
。

〔
八
〕

與
伶
工
之

音

「

」

原

作
「
鐘
」

據
各
本
改
。

〔
訓
読
〕

六
十

図
第
九

欽
按
ず
る
に
、
此
の
図
、
縦
横
敷
き
衍の
べ
て
、
六
十
調
に
各
〻
おのおの

七
声
有
り
、
凡
そ
四
百
二
十
声
。
然
し
て
諸
律
の
商
・
角
・
徴
・
羽
は
、
皆
、
宮
調
と
七
声
を
共
に

し
て
、
亦
た
実
計
十
二
調
・
八
十
四
声
の
み
。

○
第
一
層
は
、
初
め
て
黄
鐘
・
無
射
・
夷
則
・
仲
呂
・
夾
鐘
を
以
て
五
声
の
序
と
為
す
者
に
し
て
、
黄
鐘
は
本
調
に
於
い
て
は
宮
と
為
り
、
無
射
に
於
い
て
は
商
と

為
り
、
夷
則
に
於
い
て
は
角
と
為
り
、
仲
呂
に
於
い
て
は
徴
と
為
り
、
夾
鐘
に
於
い
て
は
羽
と
為
る
な
り
。
他
調
皆
、
此
に
倣
へ
。

○
註
に
云
ふ
、「
黄
鐘
を
用
て
調
を
起
こ
し
、
黄
鐘
、
曲
を
畢
ふ
」
と
。
調
と
曲
と
は
同
じ
く
し
て
、
文
を
互
ひ
に
す
る
の
み
。
然
れ
ど
も
分
ち
て
之
を
言
へ
ば
、

稍や
〻や
異
な
る
有
り
。
凡
そ
楽
に
声
有
り
律
有
り
調
有
り
曲
有
り
音
有
り
歌
有
り
舞
有
り
。
声
は
五
声
な
り
、
律
は
十
二
律
な
り
、
調
は
六
十
調
な
り
、
曲
と
は
調
の
、

章
を
成
す
者
な
り
、
音
と
は
八
音
の
楽
器
な
り
、
歌
は
辞
を
詠
じ
て
音
律
に
協
ふ
所
以
な
り
、
舞
は
容
を
動
か
し
て
節
奏
に
合
ふ
所
以
な
り
。
燕
楽
の
調
に
は
各
〻
おのおの

俗

名
有
り
、
越
調
・
平
調
の
類
の
ご
と
し
。
今
の
人
誤
り
て
調
を
以
て
律
に
名
づ
け
て
、
遂
に
其
の
調
を
起
こ
し
て
曲
を
畢
ふ
る
の
律
を
以
て
宮
と
為
す
。
其
の
宮
、
七

声
を
生
ず
る
能
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
商
・
羽
の
後
に
各
〻
一
律
を
取
り
之
を
補
ひ
、
名
づ
け
て
嬰
羽
・
嬰
商
と
為
す
。
然
れ
ど
も
亦
た
通
ず
る
能
は
ず
、
其
の
誤
り
益
〻
ますます

甚
だ
し
。

○
朱
子
曰
は
く
、「「
楽
律
」
中
に
載
す
る
所
の
「
十
二
詩
譜
」
は
、
『
儀
礼
経
伝
』「
詩
楽
編
」
に
見
え
た
り
。

乃
ち
趙
子
敬
の
伝
ふ
る
所
に
し
て
、

子
敬
、
名

は
彦
粛
、
宋
の
建
徳
の
人
な
り
。

云
ふ
、
是
れ
唐
の
開
元
の
間
、
郷
飲
酒
に
歌
ふ
所
な
り
、
と
。
但
だ
却
っ
て
黄
鐘
の
清
を
以
て
宮
と
為
す
、
此
れ
便
ち
不
可
な
り
。

蓋
し
黄
鐘
の
管
は
九
寸
、
最
も
長
し
。
若
し
黄
鐘
を
以
て
宮
と
為
せ
ば
、
則
ち
餘
律
は
皆
順
ふ
。
若
し
其
の
他
律
を
以
て
宮
と
為
せ
ば
、
便
ち
相
陵
ぐ
処
有
り
。
今
且

ら
く
只
だ
黄
鐘
を
以
て
之
を
言
へ
ば
、
第
九
宮
よ
り
後
の
四
宮
は
、
則
ち
或
い
は
角
と
為
し
、
或
い
は
羽
と
為
し
、
或
い
は
商
と
為
し
、
或
い
は
徴
と
為
す
。
若
し
以

て
角
と
為
せ
ば
、
則
ち
是
れ
民
、
其
の
君
を
陵
ぐ
な
り
。
若
し
以
て
商
と
為
せ
ば
、
則
ち
是
れ
臣
、
其
の
君
を
陵
ぐ
な
り
。
徴
を
事
と
為
し
、
羽
を
物
と
為
す
は
、
皆

類
推
す
べ
し
。「
楽
記
」
に
曰
は
く
、「
五
者
皆
乱
れ
、
迭たが
ひ
に
相
陵
ぐ
、
之
を
慢
と
謂
ふ
。
此か
く
の
ご
と
き
は
、
則
ち
国
の
滅
亡
、
日
無
け
ん
」
と
。
故
に
黄
鐘
の
四

二
一
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清
声
を
製
し
て
之
を
用
ふ
。
清
声
は
其
の
律
の
半
を
短
く
し
て
、
是
れ
黄
鐘
淸
の
長
さ
四
寸
半
な
り
。
若
し
後
の
四
宮
、
黄
鐘
を
用
て
角
・
徴
・
商
・
羽
と
為
せ
ば
、

則
ち
四
清
声
を
以
て
之
に
代
へ
、
黄
鐘
の
本
律
を
用
ふ
べ
か
ら
ず
、
以
て
陵
慢
を
避
く
。
故
に
『
漢
志
』（『
漢
書
』「
律
暦
志
上
」）
に
云
ふ
有
り
、「
黄
鐘
、
復
た
他

律
の
役
す
る
所
と
為
ら
ず
」
と
。
其
の
他
律
に
も
亦
た
皆
、
清
声
有
り
、
若
し
相
陵
ぐ
に
遇
へ
ば
、
則
ち
清
声
を
以
て
之
を
避
け
、
然
ら
ざ
れ
ば
則
ち
否しからず
。
惟
だ
是

れ
黄
鐘
の
み
則
ち
他
律
の
用
ふ
る
所
と
為
ら
ず
。
然
し
て
沈
存
中
（
沈
括
、
一
〇
三
一
｜
一
〇
九
五
）
の
『
続
筆
談
』（
出
典
未
詳
。『
夢
渓
筆
談
』
巻
五
「
楽
律
」
に

類
似
の
記
事
あ
り
。）
の
説
に
云
ふ
、「
惟
だ
君
・
臣
・
民
の
み
相
陵
ぐ
べ
か
ら
ず
、
事
・
物
は
則
ち
必
ず
し
も
避
け
ず
」」
と
。
又
曰
は
く
、「
臣
・
民
は
君
よ
り
大
な

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
事
・
物
は
君
よ
り
大
な
る
こ
と
妨
げ
ず
」
と
。
『
語
類
』（
巻
九
十
二
「
楽
」）。
「
先
生
一
日
又
説
ふ
、
古
人
も
亦
た
時
有
り
黄
鐘
の
清
を
用

て
宮
と
為
す
、
前
説
未
だ
是
な
ら
ず
」
と

同
上
。

欽
按
ず
る
に
、
歴
代
の
鐘
律
、
高
低
一
定
せ
ず
。
之
を
天
地
の
中
声
に
要
す
る
に
、
其
の
準
、
人
に
在
り
。
古
の
楽
調
譜
は
、
今
、
よ

り
て
考
ふ
る
無
し
。
朱
子

（『
朱
子
語
類
』
巻
九
十
二
「
楽
」）
謂
ふ
、「
古いに
者しへ
、
濁
声
を
用
ふ
る
処
多
く
、
今
楽
、
清
声
を
用
ふ
る
処
多
し
」
と
。

此
に
止
む
。

蓋
し
唐
宋
の
楽
律
は
、
大
抵
、

景
表
尺
を
用
ふ
。
尺
に
拠
り
て
之
を
考
ふ
る
に
、
古
律
に
比
す
れ
ば
差や
〻や
低
き
こ
と
二
律
、
是
も
亦
た
其
の
多
く
清
声
を
用
ふ
る
所
以
な
り
。

本
邦
の
燕
楽
、
隋
唐

よ
り
伝
は
る
と
曰
ふ
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
其
の
声
、
古
楽
よ
り
高
き
こ
と
幾
ん
ど
七
律
な
り
。
故
に
謳
歌
・
簫

及
び
笙

、
林
鐘
よ
り
以
降
、
或
い
は
倍
声
を
用

ひ
、
方
め
て
諧
ら
ぎ
協
ふ
を
得
。
是ここ
を
以
て
、
鐘
律
の
設
は
、
其
の
、
人
声
を
和
す
る
が
為
に
し
て
、
八
音
の
調
は
、
則
ち
之
を
逐
ふ
者
な
る
を
知
る
な
り
。
今
、
趙

氏
の
伝
ふ
る
所
の
『
十
二
詩
譜
』
を
審
ら
か
に
す
る
に
、
其
の
「
小
雅
」
六

は
、
則
ち
黄
鐘
の
清
宮
を
調
と
為
し
、
俗
に
「
正
宮
」
と
呼
ぶ
者
な
り
。
其
の
律
、

皆
、
濁
声
に
し
て
、
黄
鐘
・
太
簇
反
っ
て
清
声
を
用
ふ
る
者
有
り
、
是
れ
小
律
、
皆
、
宮
・
商
を

ゆ
る
に
似
た
り
。
其
の
「
周
南
」
六

は
、
則
ち
無
射
の
清
宮
を

調
と
為
し
、
俗
に
「
越
調
」
と
呼
ぶ
者
な
り
。
無
射
を
以
て
宮
と
為
し
て
黄
鐘
を
以
て
商
と
為
す
。
然
れ
ど
も
獨
り
黄
鐘
の
み
清
声
有
り
て
餘
は
皆
、
濁
声
な
り
。
此

く
の
ご
と
く
ん
ば
、
則
ち
「
楽
家
は
最
も
臣
・
民
、
君
を
陵
ぐ
を
忌
む
」
者
、

此
の
句
は
朱
（
朱
熹
）
の
説
（『
朱
子
語
類
』
巻
九
十
二
「
楽
」）。

亦
た
安
く
に
か

在
る
。
此
れ
其
の
如
何
な
る
か
を
知
ら
ず
、
意
ふ
に
亦
た
人
声
を
以
て
主
と
為
し
て
、
律
音
、
皆
、
之
に
従
ふ
な
ら
ん
。
沈
氏
（
沈
括
）
の
全
語
（『
夢
渓
筆
談
』
巻

五
「
楽
律
」）
に
曰
は
く
、「
五
音
は
、
宮
・
商
・
角
を
従
声
と
為
し
、
徴
・
羽
を
変
声
と
為
す
。
従
は
、
律
の
、
律
に
従
ひ
、
呂
の
、
呂
に
従
ふ
を
謂
ふ
。
変
は
、
律

を
以
て
呂
に
従
ひ
、
呂
を
以
て
律
に
従
は
し
む
る
を
謂
ふ
。
故
に
従
声
は
、
君
・
臣
・
民
に
配
し
、
尊
卑
に
定
ま
る
有
る
を
以
て
、
相

ゆ
べ
か
ら
ず
。
変
声
は
以
て

事
・
物
と
為
せ
ば
、
則
ち
或
い
は
君
声
に
過
ぐ
る
も
嫌きらひ
無
し
」
と
。

此
に
止
む
。

茲
の
人
、
該
博
精
研
な
れ
ば
、
必
ず
其
の
、
古
を
稽
ふ
る
所
に
し
て
之
を
言
ふ

な
ら
ん
。
今
嘗こころみに
此
の
六
十
調
の
図
に
拠
り
て
、
荀
（
荀

）
尺
律
を
用
ひ
て
之
を
験
ず
る
に
、
凡
そ
人
声
の
高
く
し
て
給つ
ぎ
難
き
者
、
姑
洗
よ
り
無
射
に
至
る
の
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半
律
に
在
り
て
、
一
も
宮
・
商
・
角
の
三
位
に
渉
る
者
無
く
、
獨
り

・
林
・
夷
・
南
・
無
・
応
の
徴
・
羽
及
び
二
変
と
為
る
の
み
。
此
れ
皆
、
或
い
は
全
律
を
以
て

之
に
換
ふ
れ
ど
も
忌
む
所
無
き
者
な
り
。
是
に
由
り
て
之
を
観
れ
ば
、
荀
律
の
中
声
に
庶ち
幾か
か
る
べ
き
所
以
の
者
、
豈
に
信
ず
る
に
足
ら
ざ
ら
ん
や
。

○
元
魏
の
陳
仲
儒
曰
は
く
、「
黄
鐘
は
声
気
の
元
た
り
、
其
の
管
最
も
長
し
、
故
に
黄
鐘
を
以
て
宮
と
為
し
、
太
簇
を
商
と
為
し
、
林
鐘
を
徴
と
為
せ
ば
、
則
ち
一

に
相
順
ふ
。
若
し
之
を
八
音
に
均ととのふ
れ
ば
、
猶
ほ
衆
声
を
相
錯
へ
採
り
、
其
の
美
を
配
成
す
」
と
。
『
通
典
』（
巻
一
百
四
十
三
「
楽
三
」）。
「
朱
子
（『
儀
礼
経
伝
通

解
』
巻
十
四
「
学
礼
七
」「
詩
楽
」）
曰
は
く
、「
古
楽
に
唱
有
り
和
有
り
嘆
有
り
、
唱
と
は
、
歌
句
を
発
す
る
な
り
。
和
と
は
、
其
の
声
を
継
ぐ
な
り
。
詩
詞
の
外
に
、

更
に
累
（『
儀
礼
経
伝
通
解
』
で
は
「

」
に
作
る
。）
字
散
声
有
り
て
、
以
て
其
の
趣
を
発
嘆
す
」
と
。
是
を
之
れ
和
声
と
謂
ふ
。（『
夢
渓
筆
談
』
巻
五
「
楽
律
一
」

に
）『
所
謂
曲
な
り
。
古
楽
府
に
皆
、
声
有
り
調
（『
夢
渓
筆
談
』
及
び
『
図
書
編
』
で
は
「
詞
」
に
作
る
。）
有
り
、
連
属
し
て
之
を
書
す
。「
賀
賀
賀
」・「
何
何
何
」

の
類
ご
と
き
は
、
皆
、
和
声
な
り
。
今
の
管
絃
の
中
の
纏
声
は
、
其
の
遺
法
な
り
』」
と
。
（
明
の
章

〔
一
五
二
七
｜
一
六
〇
八
〕
編
）『
図
書
編
』（
巻
一
百
十
五

「
歌
法
述
」）。

欽
按
ず
る
に
、
今
の
燕
曲
譜
子
、
中
節
の
字
間
に
、
或
い
は
一
字
、
或
い
は
両
三
字
、
之
を
戴
き
之
を

き
、
以
て
上
下
を
聯
接
す
る
者
、
是
れ
所
謂
「
衆
声
を
錯

へ
採
り
、
其
の
美
を
配
成
す
る
」
者
に
し
て
、
亦
た
纏
声
の
類
な
り
。
其
の
声
、
次
を
比なら
ぶ
れ
ば
、
則
ち
本
調
の
七
音
に
外
る
る
者
を
帯
収
す
と
雖
も
、
亦
た
相
妨
げ

ず
。
若
し
然
か
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
調
曲
を
成
し
得
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
其
の
体
格
節
簇
の
裁
制
と
夫
の
永
歌
之
美
・
衆
音
の
諧
と
に
於
い
て
は
、
則
ち
古
雅
の
君

子
と
、
伶
工
の
、
音
調
に
精
錬
な
る
者
を
俟
ち
、
共
に
之
を
修
成
せ
ん
。

○
宮
・
商
・
角
は
陽
に
属
し
、
徴
・
羽
は
陰
に
属
す
。
蓋
し
宮
・
商
・
角
三
声
は
相
遷
る
こ
と
軽
疾
に
し
て
発
開
し
、
徴
・
羽
両
声
は
相
遷
る
こ
と
重
遅
に
し
て
収

斂
す
。
自
然
に
陰
陽
の
象
有
り
。
其
の
三
十
六
を
老
陽
と
為
し
、
二
十
四
を
老
陰
と
為
す
も
、
亦
た
只
だ
四
九
・
四
六
の
九
・
六
を
取
る
の
み
。

○
「
六
甲
・
五
子
」
の
称
は
、『
漢
志
』（『
漢
書
』「
律
暦
志
上
」）
に
出
で
た
り
。
甲
子
・
甲
戌
・
甲
申
・
甲
午
・
甲
辰
・
甲
寅
を
六
甲
と
為
す
。
五
甲
に
子
有
り

て
甲
寅
に
子
無
し
、
故
に
五
子
と
曰
ふ
な
り
。
甲
は
十
母
の
首
た
り
、
子
は
十
二
子
の
首
た
り
、「
六
甲
・
五
子
」
と
言
え
ば
、
則
ち
六
十
干
支
を
包か
ね
得
。「
六
律
・

五
声
」
は
、
六
律
を
言
へ
ば
則
ち
六
呂
を
兼
ぬ
。
此
の
四
字
は
特
だ
上
文
の
「
六
甲
・
五
子
」
に
対
す
る
の
み
。
其
の
三
十
六
を
陽
と
為
し
、
二
十
四
を
陰
と
為
す

は
、
是
れ
六
十
甲
子
納
音
の
数
を
以
て
六
十
調
の
旋
宮
に
配
す
る
の
説
な
り
。
其
の
法
、『
素
問
』（『
素
問
入
式
運
気
論
奥
』
を
指
す
か
。）
及
び
『
漢
志
』（『
漢
書
』

「
律
暦
志
上
」）
に
見
え
た
り
。「
黄
鐘
九
寸
、
陽
を
紀
し
陰
を
紀
せ
ざ
る
を
以
て
」
よ
り
以
下
は
、
五
声
・
六
律
・
六
十
調
、
皆
、
黄
鐘
九
寸
の
陽
数
に
生
じ
て
陰
数

に
于お
い
て
せ
ざ
る
が
ご
と
し
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
既
に
五
声
を
生
ず
れ
ば
、
則
ち
宮
・
商
・
角
は
陽
に
属
し
、
徴
・
羽
は
陰
に
属
す
、
又
、
六
律
の
陽
有
れ
ば
、
則
ち
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六
呂
の
陰
随
ひ
て
生
ず
、
是
れ
一
陽
相
生
の
間
、
又
自をのづから
陰
陽
の
分
有
る
を
謂
ふ
な
り
。
蓋
し
声
は
本もと
よ
り
陽
類
、
故
に
律
は
専
ら
陽
数
を
以
て
之
を
紀
す
。
別
に

陰
有
り
て
之
を
紀
せ
ざ
る
に
非
ず
、
自をのづから
陰
の
紀
す
べ
き
無
き
の
み
。

○
又
按
ず
る
に
、
凡
そ
声
律
の
合
用
、
黄
鐘
は
宮
た
り
、
林
鐘
は
徴
た
り
、
太
簇
は
商
た
り
、
南
呂
は
羽
た
り
、
姑
洗
は
角
た
り
、
是
れ
五
声
の
正
な
り
。
応
鐘
は

変
宮
た
り
、

賓
は
変
徴
た
り
、
是
れ
二
声
の
変
な
り
。
而
し
て
黄
鐘
の
一
均
、
七
声
成
る
。
又
就
ち
応
鐘
・

賓
を
以
て
宮
・
徴
と
為
し
て
、
因
り
て
大
呂
を
生
じ

て
商
と
為
し
、
夷
則
を
生
じ
て
羽
と
為
し
、
夾
鐘
を
生
じ
て
角
と
為
し
、
無
射
を
生
じ
て
変
宮
と
為
し
、
仲
呂
を
生
じ
て
変
徴
と
為
す
。
是
れ
首
尾
、
宮
よ
り
起
こ
し

て
、
反
覆
相
生
じ
、
宮
・
徴
各
〻
三
、
商
・
羽
・
角
各
〻
両
に
し
て
、
十
二
正
律
具
は
る
。
又
十
二
律
旋
り
て
宮
を
相
為
し
て
、
六
十
調
を
做
せ
ば
、
則
ち
更
に
六
の

変
律
を
生
じ
て
之
を
用
ひ
、
正
変
共
に
十
八
律
。
又
、
其
の
間
に
全
声
の
和
せ
ざ
る
有
り
て
、
半
声
を
以
て
之
に
応
ず
る
者
十
三
管
、
却
っ
て
全
声
の
当
に
用
ふ
べ
か

ら
ざ
る
者
三
管
を
減
じ
て
、
実
計
二
十
八
管
を
用
ふ
。
七
声
を
以
て
十
二
律
に
遍
く
し
て
、
共
に
八
十
四
声
を
用
ふ
。
五
声
を
以
て
十
二
宮
を
旋
ら
し
て
、
共
に
六
十

調
と
為
す
。
是
れ
五
声
・
七
音
・
十
二
律
・
二
十
八
管
・
八
十
四
声
・
六
十
調
、
自
然
に
混
成
し
て
皆
、
人
為
よ
り
出
で
ざ
る
の
説
な
り
。

（
待
続
）
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